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不安と不安症状

不安とは

・ 脅威（生命を脅かす危険，サポートの欠如，未知など）
に対する防御反応の１つ

・ 自律神経系の変動による身体的な不快（動悸，発汗，呼吸
困難感など）を伴った苦悩の感情として認識される

・ その原因となる脅威が曖昧な場合でも，現実的な脅威で
 あっても，それを完全に取り去るための対処行動がとれない
時に生じる

・ この反応が苦痛に感じられるほど強く、長時間と続くよう
になると「不安症状」として認識されるようになる



不安症状



不安症（全般不安症）

・ 多数の出来事や日常活動についての

過剰な不安と心配（予期憂慮）が，

長期間にわたって持続することで

 心身が不調となる

・ 生涯有病率は５％くらい。

子供の頃より不安で神経質

・ 多くは青年～成人期発症だが，

受診は年長者が多い

・ 男女比は1：2で女性が多い



不安症（パニック症）

https://www.irasutoya.com/

・ 「死んでしまう」と思うほど

の急激な症状（パニック

発作）が繰り返されること

により社会生活に支障

・ 生涯有病率は4％くらい

・ 男女比は1：2で女性が多い



不安症（社交不安症）

・ いわゆる 「あがり症」

・ 「注視されることの恐れ」

・ 生涯有病率は12％くらい

・ 外出困難となったり，人との会話が困

難になるなど，社会機能や生活の満足

度に悪影響を及ぼす


